
 令和５年度第１回恵那市市史編さん委員会 次第 

 
日時：令和５年６月９日(金)午後３時 30 分 
会場：恵那市役所 会議棟 大会議室 

 
 
１ 開会 

 
２ 教育長あいさつ 

 
３ 委員の委嘱、任命 

 
４ 委員長あいさつ 

 
５ 議事 
（１）副委員長の選出 

 
（２）「恵那市史 平成合併編」に関する令和５年度の計画等について 

  
（３）現在の進捗状況の報告 

 
６ 閉会 
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委員長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

事務局 

教育委員会事務局 事務局長 鈴村 幸宣 

生涯学習課 課長 柄澤 史枝 

         課長補佐 三宅 唯美 

         歴史資産整備係長 三宅 英機 

         主査 伊藤 智穂 

会計年度任用職員 鈴木 奏恵 

 
 

恵那市市史編さん委員 

所属 氏名 選出区分 

市議会議長 千藤 安雄 市議会を代表する者 

岐阜女子大学教授 

恵那市市史専門委員会代表者 
丸山 幸太郎 学識経験を有する者 

恵那市文化財保護審議会代表者 森川 彰夫 学識経験を有する者 

大井地域自治区会長 柘植 恒雄 地域自治区を代表する者 

長島地域自治区会長 和仁 誠 地域自治区を代表する者 

東野地域自治区会長 保母 鎖利 地域自治区を代表する者 

三郷地域自治区会長 小木曽 信夫 地域自治区を代表する者 

武並地域自治区会長 渡辺 武彦 地域自治区を代表する者 

笠置地域自治区会長 石原 甲喜 地域自治区を代表する者 

中野方地域自治区会長 柘植 昭男 地域自治区を代表する者 

飯地地域自治区会長 纐纈 佳恭 地域自治区を代表する者 

岩村地域自治区会長 原田 英明 地域自治区を代表する者 

山岡地域自治区会長 若森 慶隆 地域自治区を代表する者 

明智地域自治区会長 杉山 淳 地域自治区を代表する者 

串原地域自治区会長 平林 道博 地域自治区を代表する者 

上矢作地域自治区会長 安藤 常雄 地域自治区を代表する者 

総務部長 加藤 元章 関係行政機関の職員 

まちづくり企画部長 柘植 克久 関係行政機関の職員 

議会事務局長 熊谷 春彦 関係行政機関の職員 

資料１ 
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『恵那市史 平成合併編』について 

 
 
１．概要 
令和６年 10 月の市制 20 周年の節目に向け、平成 13 年度の合併協議会設置

の経緯から現在までの新市 20 年の歴史を『恵那市史 平成合併編』として編さ

んし、後世に記録を残す。 
規格はＢ５版、350 ページ程度、縦書き。1,300 冊を発行予定。 

 

２．委員会の設置 

  ・恵那市市史編さん委員会 

主な所管事務は、市史編さんに関する基本方針及び計画策定に関する

こと、刊行に必要な連絡調整に関すること等。委員は、市議会、文化財

保護審議会、及び地域自治区を代表する者、並びに学識経験を有する者、

関係行政機関の職員で構成。 

 

  ・恵那市市史編さん専門委員会 

編さん基本方針に基づく調査、執筆、編集等を行う。委員は、市史編

さんに関し専門的知識を有する者で構成。 

   

・任期は、両委員会とも委員委嘱の日から令和７年３月 31 日まで。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
３．監修 
 丸山幸太郎氏：岐阜女子大学文化創造学部教授。地域文化研究所長。 
上矢作町史刊行委員、執筆監修。岐阜県史、大垣市史、恵那市史等共著。 
三郷町出身。 

恵那市市史編さん専門委員 

 氏名 主な経歴等 

監修者 丸山 幸太郎 岐阜市史・恵那市史・上矢作町史等執筆、監修 

執筆者 三宅 勝義 元吉田小学校長、市ふるさと学習読本編著 

執筆者 山内 正一 元瑞浪南中学校長、上矢作町史執筆 

執筆者 小板 忠昭 元山岡中学校長、上矢作町史・市ふるさと学習読本編著 

執筆者 山村 茂美智 元医療福祉部長、山岡町役場企画課係長 

執筆者 西部 良治 元教育委員会事務局次長、学芸員 

資料２ 
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４.令和５年度以降の計画 

 

Ｒ５年４月 14 日 編さん専門委員会開催(執筆内容の確認等) 

      ６月９日  第 1 回編さん委員会開催 

        ７月中旬  編集・校正・印刷業者の入札、契約  

     ７月 14 日 編さん専門委員会開催（執筆内容の確認等） 

     ９月下旬    〃 

    11 月下旬    〃 

 Ｒ６年１月中旬   最終原稿提出 

        １月下旬   編さん専門委員会開催（執筆内容の確認） 

    ２月下旬  第 2 回編さん委員会開催 

    ３月下旬   監修、校正 

５月中旬    6 年度第 1回編さん委員会開催 

６月上旬  最終校正、最終監修 

          ８月上旬  印刷製本開始 

10 月 25 日  発刊、恵那市制 20 周年記念式典にて配布 

      市ホームページに全ページを掲載 

 
 
５．予算 
 
 ・令和４年度執行額  合計 694,551 円 
 
・令和５年度予算 合計 4,024,999 円 

   ※主な内訳 印刷製本費(編集､校正込)  1,386,000 円 
         委員報償費等            217,960 円 
         会計年度任用職員経費   2,357,989 円 
         消耗品等           63,050 円 
 
 ・令和６年度想定予算 6,891,000 円 
   ※主な内訳 印刷製本費             3,073,000 円 
         原稿執筆料､会計年度任用職員経費等 3,818,000 円 
 
 
６．検討事項（表紙の体裁） 

 
   案１ 布クロス表紙で従来の市史の体裁 箱入り 
   案２ カラーの表紙カバーを付けた体裁 箱なし 
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恵那市市史編さん委員会設置要綱（令和４年８月 30 日告示第 120 号）  

 

 （設置） 

第１条 恵那市史の編さん（以下「市史編さん」という。）に係る事業を実施す

るため、恵那市市史編さん委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事務を所掌する。 

 （１） 市史編さんに関する基本方針及び計画の策定に関すること。 

 （２） 市史の監修に関すること。 

 （３） 市史編さん及び刊行に必要な連絡調整に関すること。 

 （４） その他市史編さんに必要な事項に関すること。 

 （組織等） 

第３条 委員会は、委員 25 人以内をもって組織する。 

２ 委員会の委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱又は任命する。 

 （１） 市議会を代表する者 

 （２） 学識経験を有する者 

 （３） 恵那市文化財保護審議会を代表する者 

 （４） 地域自治区を代表する者 

 （５） 関係行政機関の職員 

 （６） その他市長が必要と認める者 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱又は任命の日から翌々年度の３月 31 日までとし、

再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任

者の残任期間とする。 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に、委員長及び副委員長各１人を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、それぞれ委員の互選により選出する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠け

たときは、その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、委員長が

議長となる。ただし、委員の委嘱及び任命後最初に開かれる会議は、市長が招

集する。 

２ 委員会は、委員の半数以上の出席がなければ、会議を開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の

決するところによる。 

資料３
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４ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、説

明又は意見を聴くことができる。 

 （専門委員会） 

第７条 委員会に、市史編さん基本方針に基づく調査、執筆、編集等を行うため、

恵那市市史編さん専門委員会（以下「専門委員会」という。）を設置する。 

２ 専門委員会は、市史編さん専門委員（以下「専門委員」という。）10 人以内

をもって組織する。 

３ 専門委員は、市史編さんに関し専門的知識を有する者及び関係行政機関の

職員のうちから、市長が委嘱又は任命する。 

４ 専門委員会に専門委員長を１人置き、専門委員の互選によって定める。 

５ 第４条の規定は、専門委員の任期に準用する。 

６ 専門委員長は、専門委員会を代表し、会務を総理する。 

７ 専門委員長に事故があるとき、又は専門委員長が欠けたときは、専門委員長

のあらかじめ指定する専門委員が、その職務を行う。 

８ 前条の規定は、専門委員会について準用する。この場合において、前条第１

項及び第４項中「委員長」とあるのは「専門委員長」と、前条第１項及び第２

項中「委員会」とあるのは「専門委員会」と、前条第１項から第４項まで中「委

員」とあるのは「専門委員」と読み替えるものとする。 

９ 前各項に定めるもののほか、専門委員会の運営に関して必要な事項は、専門

委員長が会議に諮って定める。 

 （庶務） 

第８条 委員会及び専門委員会の庶務は、教育委員会事務局生涯学習課におい

て処理する。 

 （その他） 

第９条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関して必要な事項は、委

員長が会議に諮って定める。 

   附 則 

 この告示は、告示の日から施行する。 
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産
認
定  

 
 

八 

飯
地
地
区
の
計
画
と
活
動 

・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
特
産
物
部
会
の
立
ち
上
げ 

・
自
治
会
組
織
の
再
編 

・
笠
周
振
興
計
画
策
定
（
飯
地
地
区
） 

・
民
俗
資
料
館
開
館 

担当：山内委員
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・
「
い
い
じ
里
山
バ
ス
」
の
運
行 

九 

岩
村
地
区
の
計
画
と
活
動 

・
朝
ド
ラ
ロ
ケ
地 

・
「
日
本
１
０
０
名
城
」
「
岐
阜
の
宝
物
」
認
定 

・
電
線
地
中
化
事
業 

・
い
わ
む
ら
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
策
定 

・
ホ
ッ
ト
い
わ
む
ら 

・
交
流
協
会
設
立  

 
 

十 

山
岡
地
区
の
計
画
と
活
動 

・
都
市
再
生
計
画
事
業 

・
田
ん
ぼ
ア
ー
ト 

・
小
学
校
校
舎
体
育
館
改
築 

・
資
源
回
収
ヒ
マ
リ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

・
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行 

十
一 

明
智
地
区
の
計
画
と
活
動 

・
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム 

・
大
河
ド
ラ
マ
館 

・
大
正
百
年
事
業
開
催 

・
大
正
村
新
村
長
竹
下
景
子
氏
就
任 

・
浪
漫
亭
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン 

・
吉
田
小
学
校
閉
校 

 
 

 

十
二 

串
原
地
区
の
計
画
と
活
動 

・
地
域
づ
く
り
住
民
会
議 

・
移
住
定
住
促
進
事
業 

・
地
域
観
光
資
源
の
発
掘 

・
伝
統
文
化
の
保
存
伝
承 

・
公
共
施
設
の
移
転 

十
三 

上
矢
作
地
区
の
計
画
と
活
動 

・
道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

・
福
寿
の
清
水 

・
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り 

・
農
林
業
に
新
規
参
入 

・
大
船
神
社
本
殿
文
化
財
指
定 

・
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

第
六
節 

市
民
意
識
の
高
揚
（
市
民
意
識
調
査
の
推
移
） 

 

第
七
節 

市
民
サ
ー
ビ
ス 

一 

地
域
医
療 

（
一
） 

恵
那
市
の
地
域
医
療
の
あ
り
方 

（
二
） 

新
市
立
恵
那
病
院 

（
三
） 

国
保
上
矢
作
病
院 

（
四
） 

各
国
保
診
療
所 

二 

子
育
て
支
援 

（
一
） 

子
育
て
世
代
包
括
支
援 

（
二
） 

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ 

（
三
） 

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー 

（
四
） 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ 

（
五
） 

病
児
保
育
所 

三 

健
幸
推
進 

（
一
） 

健
幸
都
市
宣
言 

（
二
） 

母
子
保
健
事
業 

（
三
） 
透
析
セ
ン
タ
ー 

（
四
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策 

四 

福 

祉 

担当：山内委員

担当：小板委員
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（
一
） 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

（
二
） 

福
祉
相
談
福
祉
セ
ン
タ
ー 

（
三
） 

手
当
医
療
給
付 

（
四
） 

民
生
児
童
委
員
協
議
会 

（
五
） 
社
会
福
祉
協
議
会 

（
六
） 

介
護
保
険 

（
七
） 

恵
那
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

五 

防 

災 

（
一
）
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設 

（
二
）
消
防
団
再
編
成
（
消
防
団
大
規
模
災
害
隊
発
足
・
消
防
団
女
性
消
防 

隊
結
成
・
機
能
別
消
防
団
発
足
・
消
防
団
拠
点
施
設
集
約
・
中
野
方 

救
急
分
遣
所
開
所
） 

（
三
）
防
災
対
策
（
地
域
防
災
・
防
災
マ
ッ
プ
） 

六 

窓 

口 

（
一
） 

窓
口
サ
ー
ビ
ス
改
善
（
休
日
窓
口
開
始
・
開
庁
期
間
延
長
・
証
明 

 
 

書
広
域
交
付
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
） 

（
二
） 

国
民
保
険
徴
収
根
拠
統
一
・
税
制
等
項
目
調
整 

（
三
） 

確
定
申
告
等
事
前
予
約
シ
ス
テ
ム
開
始 

（
四
） 

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
自
動
検
出 

（
五
） 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
収
納
サ
ー
ビ
ス
開
始 

第
八
節 

環
境
整
備 

一 

都
市
計
画 

（
一
）
恵
那
市
景
観
計
画
の
策
定 

（
二
）
大
崎
・
正
家
区
画
整
理
事
業 

（
三
）
市
道
飯
地
中
野
方
線
改
良 

（
四
）
岩
村
町
並
み
活
用
化
推
進
事
業 

（
五
）
瑞
浪
恵
那
道
路
工
事
着
工 

（
六
）
東
雲
大
橋
開
通 

（
七
）
中
央
公
園
整
備
事
業 

二 

リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り 

（
一
） 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線 

（
二
） 

リ
ニ
ア
ま
ち
づ
く
り
構
想
策
定 

（
三
） 

ま
ち
づ
く
り
基
盤
整
備
計
画
策
定 

三 

交
通
・
情
報 

（
一
） 

明
知
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定 

（
二
） 

ま
ち
な
か
移
動
手
段
整
備 

（
三
） 

交
通
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
設
置 

（
四
） 

蒸
気
機
関
車
復
元 

（
五
） 

無
線
放
送
・
音
声
告
知
器
設
置 

（
六
） 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
計
画
の
策
定 

四 

上
下
水
道 

（
一
） 

上
下
水
道
事
業
統
合 

（
二
） 

給
水
拡
張
事
業 

（
三
） 

特
定
環
境
保
全
公
共
水
道
事
業 

（
四
） 

竹
折
浄
化
セ
ン
タ
ー 

（
五
） 

料
金
検
針
方
法
統
一 

五 

環
境
管
理 

（
一
） 

恵
那
市
環
境
基
本
条
例
策
定 

（
二
） 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
エ
ナ
宣
言 

（
三
） 

地
域
常
設
資
源
回
収
拠
点 

（
四
） 

ふ
れ
あ
い
エ
コ
プ
ラ
ザ
開
設 

（
五
） 

エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
・
衛
生
セ
ン
タ
ー
・
え
な
斎
苑
統
合
等 

（
六
） 
一
般
廃
棄
場
最
終
処
分
場
更
新
（
し
尿
処
理
全
域
委
託
化
・
ご

み
処
理
手
数
料
統
一
・
広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
の
基
本
合
意
） 

担当：小板委員
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第
三
章 

産
業
・
経
済 

 第
一
節 

産
業
構
造
の
変
化 

一 
産
業
別
就
業
人
口
（
事
業
所
お
よ
び
就
業
者
の
産
業
別
比
率
な
ど
） 

二 

産
業
別
生
産
規
模
（
製
造
品
出
荷
額
の
産
業
別
比
率
な
ど
） 

第
二
節 

農
林
業 

一 

農
業
生
産
の
基
盤
と
推
移 

（
一
） 

耕
地
の
状
況 

（
二
） 

農
家
の
規
模
と
形
態
・
生
産
の
状
況 

（
三
） 

特
色
あ
る
農
畜
産
物 

二 

農
業
振
興 

（
一
） 

恵
那
市
農
業
活
性
化
計
画
・
農
林
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定 

（
二
） 

え
な
笠
置
山
栗
園
整
備
事
業 

（
三
） 

ジ
バ
ス
ク
ラ
ム
恵
那
設
立
と
活
用 

（
四
） 

た
べ
る
事
業
推
進
計
画
の
策
定
・
た
べ
と
る
マ
ル
シ
ェ
開
催 

（
五
） 

「
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
認
定 

（
六
） 

「
発
酵
の
町
づ
く
り
」
推
進 

（
七
） 

豚
熱
に
よ
る
全
頭
処
分 

（
八
） 

ほ
場
整
備
拡
充 

三 

林
業
生
産
の
基
盤
と
推
移 

（
一
） 

林
業
の
現
状
と
課
題 

（
二
） 

林
業
の
規
模
と
形
態 

四 

林
業
振
興 

（
一
） 

え
な
の
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
の
策
定 

（
二
） 

え
な
の
森
林
づ
く
り
推
進
委
員
会
設
置 

（
三
） 

恵
那
市
森
林
整
備
計
画
の
策
定 

（
四
） 

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

（
五
） 

水
源
の
森
づ
く
り
協
定 

第
三
節 

商
工
業 

一 

商
工
業
の
現
状
と
課
題 

（
一
） 

販
売
額
・
出
荷
額
の
推
移 

（
二
） 

事
業
者
数
及
び
就
業
者
数
の
推
移 

（
三
） 

商
工
業
の
現
状
と
課
題 

二 

基
盤
整
備 

（
一
） 

産
業
振
興
会
議
設
置
（
恵
那
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
） 

（
二
） 

中
小
企
業
等
振
興
条
例
制
定 

（
三
） 

恵
那
市
商
工
会
合
併 

（
四
） 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
え
な
宣
言
（
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
） 

（
五
） 

地
域
新
電
力
「
え
な
電
力
株
式
会
社
」
設
立 

三 

商
工
振
興 

（
一
） 

恵
那
く
ら
し
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開
所 

（
二
） 

ジ
バ
ス
ク
ラ
ム
恵
那
設
立
と
活
用 

（
三
） 

ア
エ
ル
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン
・
（
ア
エ
ル
サ
イ
ト
開
設
） 

（
四
） 

地
域
新
電
力
「
え
な
電
力
株
式
会
社
」
設
立 

（
五
） S

O
Z

O
 

T
rialspace E

N
A

開
設 

四 

企
業
誘
致 

（
一
） 

恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
第
３
期
拡
張
工
事
完
成 

（
二
） 

恵
那
西
工
業
団
地
造
成
工
事
開
始 

第
四
節 

観
光
業 

一 
観
光
業
の
現
状
と
課
題 

（
一
） 
観
光
交
流
人
口
の
推
移 

（
二
） 

恵
那
市
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定 

担当：小板委員 
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二 

観
光
資
源
と
観
光
施
設 

（
一
） 

恵
那
峡
・
笠
置
峡
（
恵
那
峡
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
大
井
ダ
ム
等
） 

（
二
） 

中
山
道
大
井
宿
・
宿
本
陣
（
ひ
し
屋
資
料
館
・
中
山
道
美
術
館

等
） 

（
三
） 

農
村
景
観
日
本
一
・
岩
村
城
跡
「
日
本
１
０
０
名
城
」
認
定
等 

（
四
） 
明
智
城
跡
・
日
本
大
正
村
（
大
正
浪
漫
亭
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
等
） 

（
五
） 

根
ノ
上
高
原
（
ア
ウ
ト
ド
ア
・
保
古
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
等
） 

（
六
） 

笠
置
山
と
笠
置
峡
（
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
・
坂
折
棚
田
・
ヒ
カ
リ
ゴ

ケ
・
カ
ヌ
ー
施
設
等
） 

（
七
） 

伝
統
芸
能 

（
八
） 

え
な
て
ら
す
・
道
の
駅 

（
九
） 

五
平
餅
・
栗
き
ん
と
ん
・
寒
天
・
朴
葉
寿
司
等 

（
十
） 

寿
老
の
滝
・
さ
さ
ゆ
り
の
湯
・
ア
ラ
イ
ダ
シ
原
生
林
等 

三 

観
光
企
画 

（
一
） 

一
般
社
団
法
人
恵
那
観
光
協
会
統
合 

（
二
） 

ジ
バ
ス
ク
ラ
ム
恵
那
設
立
と
活
用 

（
三
） 

農
林
業
体
験
里
山
ツ
ア
ー 

（
四
） 

中
山
道
ぎ
ふ
１
７
宿
旅
歩
き 

（
五
） 

動
画D

E

え
～
な 

（
六
） 

「
麒
麟
が
く
る
」
・
「
半
分
、
青
い
。
」 

（
七
） 

大
正
百
年
記
念
イ
ベ
ン
ト 

（
八
） 

公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
エ
ー
ナ
誕
生 

（
九
） 

Ｗ
Ｒ
Ｃ
活
用
推
進 

四 

文
化
交
流 

（
一
） 

山
城
サ
ミ
ッ
ト
・
お
城E

X
P

O
 

（
二
） 

嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム 

（
三
） 

恵
奈
の
里
次
米
み
の
り
ま
つ
り 

（
四
） 

地
歌
舞
伎
等 

 

第
四
章 

教
育
・
文
化 

 

 

一 

ま
ち
づ
く
り
計
画 

 

（
一
） 

学
校
教
育 

（
二
） 

生
涯
学
習 

（
三
） 

文
化 

（
四
） 

ス
ポ
ー
ツ 

 

二 
 

総
合
計
画
、
行
財
政
改
革
の
流
れ 

三 
 

少
子
高
齢
化
と
財
政
難 

 

 

第
一
節 

学
校
教
育 

一 

こ
ど
も
園 

（
一
）
幼
保
一
元
教
育
の
実
現 

 

･

こ
ど
も
園
の
認
定
区
分
・
こ
ど
も
園
の
特
徴 

 

・
恵
那
市
幼
児
教
育
の
重
点 

 

・
特
色
あ
る
こ
ど
も
園
の
活
動 

 
 

 
 

（
二
）
公
立
保
育
園
の
運
営
上
の
課
題 

 

（
三
）
サ
ー
ビ
ス
維
持
へ
の
選
択 

（
四
）
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
委
託 

・
市
が
責
任
制
度
を
導
入 

・
具
体
的
な
委
託
の
経
緯 

 
・
委
託
の
評
価 

 

（
五
）
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
統
合 

（
六
）
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
廃
園 

担当：小板委員

担当：三宅委員 
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・
長
島
幼
稚
園
、
二
葉
幼
稚
園
の
廃
園 

 

・
佐
々
良
木
保
育
園
閉
園 

（
七
）
保
育
料
の
無
償
化 

 
（
八
）
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の
新
築
移
転
等
と
小
規
模
保
育
所
の
開
園 

二 
小
学
校
・
中
学
校 

（
一
）
教
育
改
革
の
波 

・
規
律
と
対
話 

 

（
二
）
社
会
の
変
化
と
教
育
制
度
の
変
遷 

・
規
制
緩
和 

・
地
方
分
権 

・
学
校
に
対
す
る
人
的
環
境
の
整
備 

・
学
校
週
五
日
制
、
週
休
二
日
制 

・
土
曜
授
業
の
復
活 

・
地
域
社
会
と
の
連
携 

・
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
の
設
置
と
推
進 

・
地
域
学
校
協
働
活
動 

（
三
）
学
校
の
統
廃
合 

・
少
子
化
と
学
校
の
統
合 

・
小
規
模
教
育
検
討
委
員
会 

・
吉
田
小
の
閉
校
・
合
併 

・
旧
恵
南
地
区
五
中
学
校
統
合
の
検
討 

（
四
）
新
し
い
学
校
教
育
へ
の
取
り
組
み 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
・
英
語
教
育
・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
理
解 

・
地
域
に
根
差
し
た
活
動
・
体
験
学
習 

・
基
礎
・
基
本
の
徹
底
・
食
育
・
特
別
支
援
教
育 

・
教
育
相
談
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
読
書
活
動
の
充
実 

・
学
校
間
交
流
事
業 

（
五
）
中
学
生
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
画 

・
中
学
生
、
市
長
と
語
る
会 

・
中
学
生
が
ま
ち
づ
く
り
の
提
案 

 

（
六
）
恵
那
市
子
ど
も
展 

 

三 

高
等
学
校 

（
一
）
岩
村
高
等
学
校 

・
岩
村
高
校
の
閉
校
（
岩
村
高
校
閉
校
の
経
緯
） 

（
二
）
恵
那
南
高
等
学
校 

・
恵
那
南
高
校
ス
タ
ー
ト 

・
恵
那
南
高
校
特
色
あ
る
教
育
活
動
へ
の
支
援 

・
恵
那
南
高
校
通
学
支
援 

・
恵
那
南
高
校
と
地
域
と
中
学
校
と
の
連
携 

 

・
恵
那
南
高
校
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞 

 

・
地
産
地
消
で
表
彰 

 

（
三
）
ロ
マ
ン
学
園
構
想 

（
四
）
恵
那
特
別
支
援
学
校 

・
恵
那
特
別
支
援
学
校
の
開
校 

 

（
五
）
恵
那
農
業
高
校 

 

・
耕
作
放
棄
地
利
用
で
成
果 

 

・
給
食
の
献
立
を
考
案
し
交
流 

 

（
六
）
恵
那
高
等
学
校 

・
実
際
の
投
票
箱
で
生
徒
会
選
挙 

 
第
二
節 

生
涯
学
習 

一 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

（
一
）
公
民
館
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ 

（
二
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
施
設 

・
武
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
新
築 
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・
東
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修 

二 

三
学
の
推
進 

（
一
） 

生
涯
学
習
の
考
え
の
変
遷 

（
二
） 

市
民
三
学
運
動 

・
三
学
の
ま
ち
推
進
計
画 

・
三
学
の
精
神
と
は 

・
三
学
の
ま
ち
推
進
計
画
の
概
要 

・
生
涯
学
習
都
市
宣
言 

・
「
三
学
の
ま
ち
恵
那
」
宣
言
の
制
定
記
念
式
典 

・
子
供
の
読
書
活
動
推
進
計
画 

・
恵
那
三
学
塾
の
開
校 

 

（
三
）
中
央
図
書
館 

・
恵
那
市
中
央
図
書
館
開
館 

・
開
館
ま
で
の
経
緯 

・
恵
那
市
中
央
図
書
館
、
開
館
五
周
年 

・
あ
り
が
と
う
三
〇
〇
万
人 

・
天
の
川
イ
ベ
ン
ト 

 

三 

青
少
年
育
成 

（
一
）
子
ど
も
の
安
全
を
守
る 

・
下
校
放
送 

・
見
守
り
隊
の
結
成 

 

（
二
）
子
ど
も
の
心
身
を
鍛
え
る 

・
恵
那
て
く
て
く
の
旅 

 

（
三
）
子
ど
も
の
芽
を
伸
ば
す 

・
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ 

 

（
四
）
子
ど
も
の
視
野
を
広
げ
る 

・
国
際
交
流
事
業 

 

（
五
）
成
人
式
の
統
一 

 

・
平
成
二
三
年
成
人
式
・
平
成
二
九
年
成
人
式 

 

・
平
成
三
〇
年
成
人
式 

・
令
和
二
年
成
人
式 

 

（
六
）
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

・
青
少
年
主
張
大
会 

・
青
少
年
主
張
大
会
の
概
要 

（
七
）
中
学
生
生
徒
会
が
共
同
宣
言 

四 

子
ど
も
支
援 

（
一
）
家
庭
教
育
支
援 

・
家
庭
教
育
を
取
り
巻
く
状
況 

・
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ 

・
パ
パ
マ
マ
学
級 

・
ひ
よ
こ
パ
パ
マ
マ
学
級 

・
乳
幼
児
学
級 

・
こ
ど
も
教
室
の
開
催 

（
二
）
恵
那
市
家
庭
教
育
支
援
計
画 

（
三
）
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画 

（
四
）
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画 

第
三
節 

文
化 

一 

文
化
振
興
会 

（
一
）
文
化
振
興
会
、
文
化
協
会
の
統
合 

（
二
）
恵
那
市
文
化
振
興
会
の
取
り
組
み 

・
芸
能
祭 

・
市
美
術
展 

二 
市
の
先
人
顕
彰 

（
一
）
下
田
歌
子 

・
下
田
歌
子
賞
の
創
設
・
下
田
歌
子
生
誕
一
五
〇
年 

 

・
「
き
ら
り 
う
た
こ
」
寄
贈 

・
実
践
女
子
学
園 
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（
二
）
佐
藤
一
斎 

・
嚶
鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催 

 

（
三
）
三
好
学 

・
三
好
学
生
誕
一
五
〇
年
祭 

 
・
三
好
学
の
漫
画
本
が
完
成 

 

（
四
）
山
本
芳
翠 

・
山
本
芳
翠
生
誕
一
六
〇
年 

（
五
）
地
域
の
誇
り
「
恵
那
の
先
人
三
十
人
」 

・
取
り
上
げ
ら
れ
た
三
〇
人 

・
編
集
委
員 

 

（
六
）
ふ
る
さ
と
学
習
読
本
の
発
刊 

三 

伝
統
文
化
の
継
承 

（
一
）
地
歌
舞
伎 

（
二
）
筑
前
琵
琶 

（
三
）
祭
り 

・
地
域
の
祭
り
・
市
の
祭
り
・
夏
祭
り 

（
四
）
文
化
の
創
造 

・
ひ
だ
・
み
の
創
作
オ
ペ
ラ 

・
恵
那
音
楽
劇
の
会 

 

・
恵
那
の
夏
祭
り 

（
五
）
文
化
の
伝
承 

・
中
山
道
か
た
り
べ
講
座 

・
心
の
文
化
の
伝
承 

 
 

 
 

・
中
部
ま
ち
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト 

 

四 

歴
史
資
産 

（
一
）
建
造
物 

・
岩
村
街
並
み
風
土
１
０
０
選
・
武
並
神
社
本
殿
再
建 

・
行
在
所
改
修
・
大
井
行
在
所
改
修
、
長
屋
門
移
築 

 

（
二
）
史
跡 

・
正
家
廃
寺
跡
保
存
と
展
示
が
両
立
の
整
備 

・
正
家
廃
寺
跡
の
調
査
報
告 

・
正
家
廃
寺
の
実
像
に
迫
る
報
告
会 

・
岩
村
城
、
日
本
１
０
０
名
城
に
選
定
・
岩
村
城
を
守
る 

・
岩
村
城
を
守
る
会
の
発
足
・
岩
村
本
通
り 

・
史
跡
を
後
世
へ
（
三
郷
町
の
史
跡
を
訪
ね
て
） 

（
三
）
文
化
財 

・
修
復
さ
れ
た
文
化
財
を
公
開 

（
四
）
産
業
遺
産 

・
シ
ク
ラ
メ
ン 

・
養
蚕 

五 

文
化
施
設 

（
一
）
中
山
道
広
重
美
術
館 

・
美
術
館
、
金
曜
日
が
観
覧
料
無
料 

・
中
山
道
広
重
美
術
館
と
東
海
道
広
重
美
術
館
が
姉
妹
館
提
携 

（
二
）
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館 

・
中
山
道
ひ
し
屋
資
料
館
と
志
田
邸
・
東
海
道
町
民
生
活
歴
史
館
が
姉 

 

妹
館
提
携 

（
三
）
中
野
方
ふ
る
さ
と
資
料
館 

（
四
）
文
化
施
設
の
廃
止 

 
 

第
四
節 

ス
ポ
ー
ツ 

 
一 
ス
ポ
ー
ツ
振
興 

（
一
）
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ 

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ 

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は 
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・
ク
ラ
ブ
の
特
徴 

・
新
市
発
足
当
時
の
取
り
組
み
状
況 

（
二
）
国
民
体
育
大
会
と
恵
那
市 

・
開
催
に
向
け
て 

 
・
園
児
・
児
童
生
徒
の
積
極
的
な
参
加 

 
・
国
体
炬
火
パ
レ
ー
ド
＆
リ
レ
ー 

 

・
皮
切
り
に
ス
ケ
ー
ト
競
技 

 

・
ぎ
ふ
清
流
国
体
弓
道
競
技
会
市
総
決
起
大
会 

 

・
ぎ
ふ
清
流
国
体
弓
道
競
技 

 

・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画 

 

・
ぎ
ふ
ク
リ
ス
タ
ル
国
体
２
０
２
１ 

 

・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
イ
ベ
ン
ト 

 

（
三
）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

 

・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致 

・
ポ
ー
ラ
ン
ド
カ
ヌ
ー
連
盟
と
市
と
協
定 

 

・
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
実
施 

 

・
東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
採
火
式 

（
四
）
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト 

・
レ
ク
ス
ポ
え
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４ 

 

・
市
長
杯
ス
ピ
ー
ド 

ス
ケ
ー
ト
競
技
会 

 

・
県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
で
初
の
国
際
大
会 

 

・
全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
Ｉ
Ｎ
岐
阜 

 

・
夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会 

・
女
性
ラ
リ
ー
大
会 

 

二 

ス
ポ
ー
ツ
施
設 

（
一
）
ま
き
が
ね
公
園 

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

 

（
二
）
岐
阜
県
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク 

・
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン 

・
来
場
者
三
〇
万
人
達
成 

・
ス
ケ
ー
ト
場
来
場
七
〇
万
人 

・
ス
ケ
ー
ト
場
に
話
題
の
新
ス
ポ
ッ
ト
が
登
場 

 

（
三
）
笠
置
山
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
エ
リ
ア 

・
新
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
エ
リ
ア
誕
生 

（
四
）
カ
ヌ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン 

・
カ
ヌ
ー
場
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト 

 

第
五
節 

教
育
委
員
会 

 
 

一 

教
育
計
画 

（
一
）
教
育
大
綱 

（
二
）
三
学
の
精
神 

二 

教
育
委
員
会
事
務
局 

（
一
）
新
し
い
教
育
委
員
会 

・
教
育
委
員
会
事
務
局
内
の
組
織
の
変
遷 

・
教
育
委
員
会
の
組
織
を
改
編 

・
幼
・
保
育
園
は
教
育
委
員
会
に
移
動 

・
市
役
所
の
組
織
の
再
編 

（
二
）
事
務
局
の
移
転 

・
新
し
い
市
庁
舎
が
完
成
、
教
育
委
員
会
の
配
置
が
大
き
く
変
化 

第
六
節 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響 

一 
緊
急
事
態
宣
言
発
令 

 

二 

子
ど
も
た
ち
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
守
る 

（
一
）
小
中
学
校
、
こ
ど
も
園
な
ど
す
べ
て
休
み 

 

（
二
）
休
校
中
の
学
習
を
支
援 
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（
三
）
教
師
が
映
像
で
遠
隔
授
業 

 

三 

小
中
学
校
な
ど
を
再
開 

（
一
） 

学
校
再
開
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン 

（
二
） 

再
開
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

（
三
） 
学
習
の
進
め
方 

（
四
） 

授
業
日
数
の
確
保 

（
五
） 

心
の
サ
ポ
ー
ト 

（
六
） 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果 

（
七
） 

再
開
後
の
学
校
現
場 

四 

教
育
・
文
化
に
お
け
る
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策 

（
一
）
教
育
総
務 

・
遠
距
離
通
学
補
助 

・
奨
学
金
猶
予
措
置 

・
給
食
費
の
無
償
化 

・
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
工
夫
・
ト
レ
ー
の
工
夫 

・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
賄
材
料
費
を
補
助 

（
二
）
学
校
教
育 

・
ウ
エ
ブ
の
授
業 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
教
育
連
携
会
議 

・
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用 

・
キ
ャ
ン
セ
ル
料 

（
三
）
幼
児
教
育 

・
給
食
費
の
無
償
化 

・
通
常
保
育
の
再
開 

・
飛
沫
飛
散
防
止
、
密
の
回
避 

（
四
）
ス
ポ
ー
ツ 

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設 

 

第
三
部 

資
料 

※
平
成
十
三
年
（2001

）
～
令
和
三
年
（2021

）
の
二
十
年
間
の
歩
み 

～
図
表
・
グ
ラ
フ
・
写
真
・
地
図
・
名
簿
・
資
料
（
史
料
）
～ 

   

体
裁 

表
装 

 
 

 
 

（
※
検
討
中
） 

題
名 

 
 

 
 

恵
那
市
史 

平
成
合
併
編 

 
 

題
字 

 
 

 
 

恵
那
市
長 

 
 

小
坂
喬
峰 

 

口
絵 

 
 

 
 

写
真
（
８
頁
程
度
） 

 

挨
拶 

 
 

 
 

恵
那
市
長 

 
 

小
坂
喬
峰 

 

は
じ
め
に 

 
 

監
修
者 

 
 

 

丸
山
幸
太
郎 

 

例
言 

 
 

 
 

別
紙
参
照 

 

目
次 

 
 

 
 

第
一
部
・
第
一
章
・
第
一
節
・
一
・
（
一
）
・
項
目 

 

本
文 

 
 

 
 

前
頁
参
照 

 

索
引 

 
 

 
 

横
書
き
、
３
段 

９
ポ
イ
ン
ト 

 

年
表 

 
 

 
 

縦
書
き
、
２
段 

９
ポ
イ
ン
ト 

 
あ
と
が
き 

 
 

恵
那
市
教
育
長 

岡
田
庄
二 

 
名
簿 

 
 

 
 

編
さ
ん
関
係
者
名 

編
さ
ん
委
員
、
専
門
委
員
、
担
当
者
、 

資
料
写
真
提
供
等
協
力
者
・
機
関
一
覧
名
等 

 

主
な
出
典
・
参
考
文
献 

 

表
紙
見
返
し 

 
恵
那
市
地
図 

 

裏
表
紙
見
返
し 
恵
那
市
字
分
布
図 
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